Trolley Car
１．イントロダクション
このゲームは、２～６人でプレイでき、２つの路面電車の路線の交差点を先に通るための争いがテーマのゲームです。プレイヤーは自分の手札を減らして路線を早く拡張しようとします。
２．背景
我々の住む街には２つの路面電車が存在し、ひとつは南北を運行し、もうひとつは東西を運行する。
全ての電車は順調に運行してますが、ときどき同時に交差点に入り、進行できなくなる。
３．コンポーネント
おなじトランプ２組（５２枚を２セット）使用。
４．セットアップ
セットアップは次の通りです。
１．２組のカードを混ぜ、各プレイヤーに１５枚ずつ配り、残りを山札にする。
２．山から２枚カードをめくる。この２枚が同じ色なら、別の色になるまで２枚目のカードを引き直す。別の色になったら、ディスカードされたカードを山札と一緒にシャフルする。
３．赤いカードを一番上の右端の←のところに置く。ここは赤の路線の出発点で１６枚からなる循環ルートです。
４．黒いカードを一番下の右端から２番目の→のところに置く。ここは黒の路線の出発点で１６枚からなる循環ルートです。

５．ディーラーの右隣からスタートし、順番に赤と黒のどちらが早いかを、自分の手札から１枚自分の前に公開する事によって宣言する。（自分の前に宣言した人のカードも参考になります）
５．ゲームの目的
プレイヤーはできるだけ手札を減らそうとします。ゲームは誰かの手札が無くなるか、山札が枯れて誰もプレイできない状態になった時終了する。この時、手札に残っているカード毎に１点もらいます。
より多くの路線を敷いている側（一番簡単なのは、プレイしていないカードを数える事でしょう）を当てたプレイヤーは３点減点。同点の時は全員３点減点で、一番得点の少ない人が勝ち。
６．ゲームの手順
ディーラーの右隣から始める。各プレイヤーは１枚カードを出し、反時計回りにゲーム終了まで進む。
ゲームはRound制で、各プレイヤーは最低１回ディーラーを行う機会があります。
７．ゲームの進行
手番プレイヤーは手札から１枚、いずれかの路線のカードをプレイする。黒（スペードとクラブ）は黒の路線しかプレイできず、赤（ハートとダイヤ）は、赤の路線しかプレイできない。その制限に加えて、プレイヤーは路線を拡張する時、後のカードと同じ色でかつ、最大でも誤差１のカードしかプレイできない。但し、１３の次はＡと数えられる。
例：赤の始発点はハートのＫでした。この路線を拡張するには、ハートかダイヤのＡかＫかＱです。
もしプレイヤーがカードを出すことが出来ないか出したくない時は、代わりに山札から１枚カードをとる。もしそのカードが使用できるカードなら即プレイしても良い。そうでなければ手札に入れる。

ゲーム盤上の４つの交差点では、先に入った方の路線が次にプレイするカードの数を制御します。
つまり、後から入るカードは交差点にカードを置けないだけでなく、交差点の次のマスに置くカードは、相手側の先に入ったカードのランクの誤差１までのカードです。
例：赤はダイヤのＪ、黒はスペードの７でスタートした。その後、赤はダイヤの１０、ハートのＪ、ダイヤのＱ、ハートのＫ、ハートのＱ、ダイヤのＪを出した。同様に黒はクラブの８、スペードの９、クラブの８を出し、両路線とも同時に交差点に入っている状態になっています。プレイヤーは次にスペードの７を出しました。これによって、赤の路線は、交差点に置けず、次に出すカードは黒の置いた７の周辺、つまり６か７か８の赤いカードを置くことになります。
１５枚カードをプレイするとスタート地点に戻ります。この時は、その路線のカードで最後に置いたカードを除き全て取り除く、脇に置いておきます。このカードは、ゲーム終了時にどちらが長いかを数えるために使用します。
プレイヤーは、どちらが勝つかを予想するために自分の前に置いたカードをプレイしても構いません。但し、この場合、予想が的中した時に３点減点される権利は失います。
８．バリアント
プレイヤーはカードを路線上にプレイする代わりに掛け金をアップする事ができる。但し、これは始めに宣言したカードと同じスートで同じランクのカードでなければならない。もしそうするなら、自分の前にカードを並べて置く事で、予想が的中した時のポイントを５点に上げる事ができる。但し、これは２枚揃いで５点です。
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